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1. 平成28年3月期第1四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年6月30日）

(2) 連結財政状態

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第1四半期 8,257 6.6 32 ― 231 ― 153 ―
27年3月期第1四半期 7,743 △20.7 △510 ― △358 ― △322 ―

（注）包括利益 28年3月期第1四半期 381百万円 （55.5％） 27年3月期第1四半期 245百万円 （301.6％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年3月期第1四半期 3.37 ―
27年3月期第1四半期 △6.96 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

28年3月期第1四半期 79,140 49,171 61.4
27年3月期 88,539 49,572 55.3
（参考）自己資本 28年3月期第1四半期 48,602百万円 27年3月期 48,995百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― 9.00 ― 11.00 20.00
28年3月期 ―
28年3月期（予想） 10.00 ― 10.00 20.00

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 21,000 △10.3 700 △30.5 800 △32.2 450 △43.2 9.98
通期 67,000 △6.9 6,700 △18.7 6,900 △17.6 4,000 △15.1 89.90



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
（注）詳細は、添付資料３ページ「サマリー情報（注記事項）に関する事項」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（注）詳細は、添付資料３ページ「サマリー情報（注記事項）に関する事項」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に

対する四半期レビュー手続が実施中です。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その

達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期1Q 46,918,542 株 27年3月期 46,918,542 株
② 期末自己株式数 28年3月期1Q 1,676,566 株 27年3月期 1,432,051 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期1Q 45,401,827 株 27年3月期1Q 46,293,611 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1)  経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府や日銀の経済・金融政策により企業業
績や設備投資に改善が見られ、景気は緩やかな回復基調にあるものの、個人消費の回復の遅れや
円安による輸入材料価格の上昇など先行き不透明な状況が続いております。 
このような環境のもと、当社グループは、積極的な営業展開に加え、原価低減の推進を図ると

ともに、新製品の開発に取り組んでまいりました。 
当第１四半期連結累計期間の経営成績につきましては、売上高は8,257百万円（前年同四半期

比514百万円増、6.6％増）、営業利益は32百万円（前年同四半期は510百万円の損失）、経常利
益は231百万円（前年同四半期は358百万円の損失）、親会社株主に帰属する四半期純利益は153
百万円（前年同四半期は322百万円の損失）となりました。 

 

セグメントごとの業績は次のとおりであります。 
①消防車輌 
消防車輌事業は、前期に受注した製品を予定通りに出荷し、売上高は1,846百万円（前年同

四半期比31.1％増）となりました。 
②防災 
防災事業は、パッケージ型自動消火設備「スプリネックス」の受注及び販売が堅調に推移し

たことにより、売上高は3,790百万円（前年同四半期比4.3％増）となりました。 
③産業機械 
産業機械事業は、受注は順調に推移する一方、製品の納入が下期に偏重する見通しであるこ

とから、売上高は592百万円（前年同四半期比24.1％減）となりました。 
④環境車輌 
環境車輌事業は、衛生車の出荷や部品販売が増加したことにより、売上高は2,028百万円

（前年同四半期比5.6％増）となりました。 

 

当社グループの売上高及び利益は、消防車輌事業の官公庁向け売上高の占める割合が高いこと

等から、第４四半期に偏る傾向にあります。 

 

(2)  財政状態に関する説明 

（財政状態の分析） 
当第１四半期連結会計期間の総資産は79,140百万円（前連結会計年度末比9,398百万円の減

少）となりました。 
流動資産は、32,148百万円となり9,734百万円減少しました。これは主に、受取手形及び売掛

金の減少15,070百万円の一方で、たな卸資産の増加3,298百万円によるものです。 
固定資産は、46,991百万円となり335百万円増加しました。うち有形固定資産は、29,977百万

円となり155百万円減少し、無形固定資産は、593百万円となり72百万円増加し、投資その他の資
産は、16,420百万円となり419百万円増加しました。 
流動負債は、18,862百万円となり8,934百万円減少しました。これは主に、支払手形及び買掛

金の減少4,139百万円、電子記録債務の減少1,932百万円、未払法人税等の減少2,505百万円によ
るものです。 
固定負債は、11,106百万円となり63百万円減少しました。 
純資産は、49,171百万円となり401百万円減少しました。これは主に、親会社株主に帰属する

四半期純利益の計上による増加153百万円の一方で、剰余金の配当による減少500百万円によるも
のです。 
この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の55.3％から61.4％となりました。
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（キャッシュ・フローの状況） 
当第１四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ1,130百

万円増加の7,555百万円となりました。なお、当四半期連結累計期間における連結キャッシュ・
フローの状況は以下のとおりです。 
①営業活動によるキャッシュ・フロー 
営業活動によるキャッシュ・フローは、2,103百万円の収入（前年同四半期は1,088百万円の

収入）となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益231百万円の計上、売上債権の
減少額15,273百万円の一方で、たな卸資産の増加額3,299百万円、仕入債務の減少額6,080百万
円、法人税等の支払額3,279百万円によるものです。 
②投資活動によるキャッシュ・フロー 
投資活動によるキャッシュ・フローは、209百万円の支出（前年同四半期は1,753百万円の支

出）となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出156百万円によるものです。 
③財務活動によるキャッシュ・フロー 
財務活動によるキャッシュ・フローは、762百万円の支出（前年同四半期は503百万円の支

出）となりました。これは主に、自己株式の取得による支出279百万円、配当金の支払額469百
万円によるものです。 

 

(3)  連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

当第１四半期連結累計期間の業績は概ね当初予想通りに推移しており、第２四半期連結累計期
間及び通期の業績につきましても、現時点では、平成27年４月28日に公表しました業績予想と変
更しておりません。なお、業績予想は現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したものであ
り、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 
 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1)  当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 
 

(2)  四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の計算） 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、

税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。 

 

(3)  会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会
計基準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月
13日。以下「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第
７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を、当第１四半期連結会計
期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰
余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法
に変更いたしました。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について
は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結
会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の
表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の
変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結
財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 
企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58―２項（４）、連結会計基準第

44―５項（４）及び事業分離等会計基準第57―４項（４）に定める経過的な取扱いに従ってお
り、当第１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。 
なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありませ

ん。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,460 7,609

受取手形及び売掛金 25,040 9,970

電子記録債権 163 177

商品及び製品 1,578 2,082

仕掛品 3,538 5,401

原材料及び貯蔵品 2,673 3,605

その他 2,450 3,316

貸倒引当金 △22 △14

流動資産合計 41,883 32,148

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,746 7,607

機械装置及び運搬具（純額） 1,766 1,744

土地 20,144 20,144

建設仮勘定 103 130

その他（純額） 372 349

有形固定資産合計 30,132 29,977

無形固定資産 521 593

投資その他の資産

投資有価証券 12,747 13,106

退職給付に係る資産 1,290 1,287

その他 2,203 2,265

貸倒引当金 △239 △238

投資その他の資産合計 16,001 16,420

固定資産合計 46,655 46,991

資産合計 88,539 79,140
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,719 4,579

電子記録債務 7,756 5,823

1年内返済予定の長期借入金 3,325 3,325

未払法人税等 2,750 245

賞与引当金 1,093 549

役員賞与引当金 164 37

製品保証引当金 334 254

その他 3,653 4,047

流動負債合計 27,796 18,862

固定負債

長期借入金 3,177 3,170

退職給付に係る負債 3,148 3,127

役員退職慰労引当金 174 82

その他 4,669 4,726

固定負債合計 11,169 11,106

負債合計 38,966 29,969

純資産の部

株主資本

資本金 4,746 4,746

資本剰余金 4,331 4,331

利益剰余金 38,810 38,590

自己株式 △1,212 △1,492

株主資本合計 46,675 46,175

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,868 3,977

繰延ヘッジ損益 △1 △4

土地再評価差額金 △1,980 △1,980

為替換算調整勘定 508 491

退職給付に係る調整累計額 △74 △56

その他の包括利益累計額合計 2,319 2,427

非支配株主持分 577 568

純資産合計 49,572 49,171

負債純資産合計 88,539 79,140
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

売上高 7,743 8,257

売上原価 5,618 5,823

売上総利益 2,124 2,433

販売費及び一般管理費 2,634 2,400

営業利益又は営業損失（△） △510 32

営業外収益

受取利息 4 2

受取配当金 49 52

受取賃貸料 20 21

持分法による投資利益 42 85

貸倒引当金戻入額 8 8

その他 97 57

営業外収益合計 223 227

営業外費用

支払利息 59 16

賃貸費用 2 1

その他 9 10

営業外費用合計 71 29

経常利益又は経常損失（△） △358 231

特別利益

固定資産売却益 0 0

持分変動利益 2 －

特別利益合計 2 0

特別損失

固定資産除売却損 11 0

特別損失合計 11 0

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△366 231

法人税等 48 84

四半期純利益又は四半期純損失（△） △415 147

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △93 △5

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社
株主に帰属する四半期純損失（△）

△322 153
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △415 147

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 716 109

繰延ヘッジ損益 △3 △2

為替換算調整勘定 △48 －

退職給付に係る調整額 68 17

持分法適用会社に対する持分相当額 △70 109

その他の包括利益合計 661 234

四半期包括利益 245 381

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 359 387

非支配株主に係る四半期包括利益 △114 △5
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整
前四半期純損失（△）

△366 231

減価償却費 352 330

のれん償却額及び負ののれん償却額 △4 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △14 △8

受取利息及び受取配当金 △53 △55

支払利息 59 16

持分法による投資損益（△は益） △42 △85

有形固定資産除売却損益（△は益） 11 0

売上債権の増減額（△は増加） 13,718 15,273

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,597 △3,299

仕入債務の増減額（△は減少） △5,138 △6,080

その他 △220 △991

小計 3,703 5,331

利息及び配当金の受取額 52 55

利息の支払額 △34 △4

法人税等の支払額 △2,633 △3,279

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,088 2,103

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,694 △156

有形固定資産の売却による収入 20 0

無形固定資産の取得による支出 △7 △57

投資有価証券の取得による支出 △0 △53

貸付けによる支出 △60 △90

貸付金の回収による収入 1 191

その他 △11 △43

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,753 △209

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △400 －

長期借入れによる収入 300 －

長期借入金の返済による支出 △6 △6

自己株式の取得による支出 － △279

配当金の支払額 △388 △469

非支配株主への配当金の支払額 △3 △3

その他 △6 △4

財務活動によるキャッシュ・フロー △503 △762

現金及び現金同等物に係る換算差額 △16 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,184 1,130

現金及び現金同等物の期首残高 9,525 6,424

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,340 7,555
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(4) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

   該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

   該当事項はありません。 
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（セグメント情報等） 

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自  平成26年４月１日  至  平成26年６月30日） 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 
報告セグメント 

合計 
消防車輌 防災 産業機械 環境車輌 

売上高  

  外部顧客への売上高 1,408 3,633 780 1,921 7,743

  セグメント間の内部売上高又は振替高 80 77 0 56 214

計 1,489 3,710 780 1,977 7,957

セグメント利益又は損失（△） △646 136 △69 71 △507

 

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項） 

（単位：百万円） 

利    益 金    額 

報告セグメント計 △507

セグメント間取引消去 1

棚卸資産の調整額 △3

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △510

 

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自  平成27年４月１日  至  平成27年６月30日） 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 
報告セグメント 

合計 
消防車輌 防災 産業機械 環境車輌 

売上高  

  外部顧客への売上高 1,846 3,790 592 2,028 8,257

  セグメント間の内部売上高又は振替高 118 89 0 42 250

計 1,965 3,879 593 2,070 8,508

セグメント利益又は損失（△） △332 215 △57 205 30

 

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項） 

（単位：百万円） 

利    益 金    額 

報告セグメント計 30

セグメント間取引消去 2

棚卸資産の調整額 △0

四半期連結損益計算書の営業利益 32

 

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 
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４．補足情報 

(1) 生産、受注及び販売の状況 

１. 生産実績 

当第１四半期連結累計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

セグメントの名称 生産高(百万円) 前年同四半期比(％) 

消防車輌 1,713 +27.4 

防災 2,395 +13.5 

産業機械 1,118 △19.5 

環境車輌 2,352 +8.2 

合計 7,580 +8.0 

(注) １ セグメント間取引については、相殺消去しております。 

２ 金額は、販売価格で表示しております。 

３ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

 

２. 受注実績 

当第１四半期連結累計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

セグメントの名称 受注高(百万円) 前年同四半期比(％) 受注残高(百万円) 前年同四半期比(％)

消防車輌 15,102 △27.3 15,985 △33.4 

防災 1,423 +29.3 1,170 +32.3 

産業機械 2,088 +63.5 3,915 +30.9 

環境車輌 2,748 △3.3 3,599 +22.3 

合計 21,362 △17.8 24,670 △19.9 

(注) １ セグメント間取引については、相殺消去しております。 

 ２ 金額は、販売価格で表示しております。 

 ３ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

 ４ 防災事業の防災機器部門は見込生産を行っているため、上記の実績には含まれておりません。 

 

３. 販売実績 

当第１四半期連結累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

セグメントの名称 販売高(百万円) 前年同四半期比(％) 

消防車輌 1,846 +31.1 

防災 3,790 +4.3 

産業機械 592 △24.1 

環境車輌 2,028 +5.6 

合計 8,257 +6.6 

(注) １ セグメント間取引については、相殺消去しております。 

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 
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